
旭川医科大学 二輪草センター
（復職・子育て・介護支援センター）

二 輪 草 だ よ り

◆12月下旬 二輪草プラン推進委員会議 ・ 二輪草だより12月号発行

病児一時預かり室、バックアップナース、病児・病後児保育室、カウンセリング相談
【１０月２０日～１１月１９日までの利用状況】

病児一時預かり室 依頼回数 ０回 利用回数 ０回

バックアップナース 依頼回数 １７回 稼働回数 １７回

病児・病後児保育室 依頼回数 ９回 利用回数 ９回

カウンセリング相談 利用回数 ８回

＊病児一時預り室、病児・病後児保育室は全職員・学生がご利用になれます

平成２8年11月号
発行：二輪草センター

センターの活動予定

【お問い合わせ先】 旭川医科大学 二輪草センター（復職・子育て・介護支援センター）
〒078-8510 北海道旭川市緑が丘東2条1丁目1-1
TEL 0166-69-3240（内線3240) サンニンヨレ FAX  0166-69-3249
開設時間8時30分～17時15分 E-mail: nirinsou@asahikawa-med.ac.jp
ホームページ http://www.asahikawa-med.ac.jp/hospital/nirinsou/

日程：平成29年1月4日（水）〜6日（金）
学童保育サポートの一環として、キッズスクールを開催します。楽しい企画
を考えていますので、皆さんの参加をお待ちしています。
❄受付は12月1日（木）ＡＭ8：30より。定員になり次第締め切ります。
❄参加希望の方は二輪草センターまで、ご連絡ください。（内線3240）

第25回 二輪草セミナー終了報告
二輪草センター助教 菅野恭子

5日
・雪中運動会
・職業体験

「薬剤師のお仕事」
講師：薬剤部
山本香緒里主任薬剤師

・コロコロスイーツ作り

6日
・ぬいぐるみ病院プロジェクト

(学生ボランティアの活動）
・楽器作りとミニコンサート
（ギター部との演奏会）

4日
・特別授業
「心臓の仕組みと働き」
講師：臨床検査・輸血部

赤坂 和美先生
・訪問学級へのプレゼント作り

※昼食は、学食です！

※詳しくはポスター
または二輪草HPを

ご覧ください

平成28年10月25日に第25回二輪草セミナーを開を催しました。今回は
「医学教育というキャリアパス」のタイトルで本学の卒業生であります京都

大学大学院医学研究科医学教育推進センター特定助教の及川沙耶佳先
生をお招きしご講演頂きました。及川先生は2006年旭川医科大学を卒業後、札幌手稲
渓仁会病院、沖縄県立北部病院で研修し2011年～2013年ハワイ大学医学部でシミュ
レーションセンターSimTiki研究助手をされていました。その後東京慈恵会医科大学救
急部を経て2015年から現職を務められています。昨年の医学教育学会でのパネルディ

スカッションでセンター長である山本先生が二輪草センターの取組みについてお話しす
る機会がありました。その学会でお会いした及川先生が出身大学以外で活躍されてい
ることを知り、先生のお話を若手医師や学生に聞いてもらい、ロールモデルにしてもらえ
ればという思いから今回お招きしました。及川先生は学生の頃から海外で働く事に興味
があり、医学部5年生の時にハワイ大学でマウスのクローンの研究をされている柳町教
授と出会い「海外で働きたいのであればその国の人の3倍努力しないといけない」とアド
バイスされたのが印象的だったとのことです。ご自身のハワイ大学勤務の際にはシミュ
レーション教育を経験し、デブリーフィング（ふり返り・自分で気づくこと）の面白さにはま
り、その有用性についての研究をされました。また海外で働く事によって日本の良さを再
発見し、海外との教育の違いに興味がわき、帰国後は医学教育に携わりたいと考える
ようになったそうです。医学教育者に必要な価値観にセルフリフレクション（何かの経験
をどう解釈するかを自分でよく考えるという行為）があり、高いリフレクション能力がとて
も重要とのことです。リフレクションを高めるには日記を書くのも良いし、慈恵医大では初
期研修医に研修中で経験した一番つらかったことを上級医ないし指導医1人と同僚や友
達を交えた少人数でうちあけるという試みを導入したところ、その出来事をどうふり返る
のか、どういうことを学んだのかを話し合い、仲間と経験を共有することが有用であり好
評だったそうです。日本には医学教育修士課程はないため現在オランダマーストリヒト
大学の修士課程の2年目在籍中とのことですが、日本における医学教育修士課程の前

身ともいえる京都大学の医学教育プログラムについてもご紹介下さいました。参加資格
は臨床をしながら教育に携わっている先生で、1年間120時間かけて授業をうけ課題を

提出するというものです。及川先生の講演を通して医学教育の奥の深さと重要性を認識
できたように思います。今回の講演には医学教育に携わっている先生方や、研修医や
学生さんにお集まり頂きました。活発な質疑応答も
あり、有意義な時間を共有できたのではないかと思
います。
これからも当センターではジャンルにこだわらず、
興味深い講演を企画していきたいと考えておりま
すので多くの方にご参加頂けますと嬉しく思います。

※プログラムは
変更になる場合
があります
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